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広 報

　晴れ渡った大空のもと、村内３つの小学校で大運動会が行われました。
このうち臼石小学校では、学区内行政区との合同運動会が行われ、子ど
もたちと地域住民が一緒に汗を流しました。（関連記事１４～１５ページ）
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大人も子どもも  心を一つに
　　ゴールをめざして勝利をつかめ！
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村
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
草
野
・
飯
樋
両

診
療
所
の
統
合
に
む
け
て
、
平
成
20
年
５
月
８

日
「
飯
舘
村
統
合
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
に
は
10
人
の
方
が
委
嘱
さ
れ
、
委
員

長
に
は
福
島
大
学
の
鈴
木
典
夫
准
教
授
が
、
副

委
員
長
に
は
行
政
区
長
会
長
の
齋
藤
政
行
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
諮
問
し
、
順
次

答
申
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

一
、�

運
営
形
態
を
公
設
民
営
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

二
、
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て

　

三
、�

村
民
が
使
い
や
す
い
診
療
所
と
す
る
た

め
に

　

５
月
22
日
の
第
２
回
委
員
会
で
は
、
諮
問
１

点
目
の
「
運
営
形
態
を
公
設
民
営
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
」
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
答
申

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
、�

内
科
・
歯
科
と
も
に
セ
ン
タ
ー
地
区
へ

早
期
統
合
を
図
る
。

　

二
、�「
施
設
（
建
物
等
）
整
備
は
村
で
、
運

営
は
民
間
」
の
公
設
民
営
と
し
た
運
営

形
態
が
望
ま
し
い
こ
と
。

　

た
だ
し
、
経
営
悪
化
等
に
よ
る
途
中
撤
退
等

心
配
さ
れ
る
面
も
あ
る
の
で
、
長
期
（
10
年
以

上
）
の
契
約
期
間
を
設
定
す
る
な
ど
安
定
し
た

医
療
体
制
を
担
保
し
、
村
民
の
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
医
療
機
関
と
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
村
は
受
託
可
能
な
医

療
機
関
を
早
急
に
模
索
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

▲検討会のようす

▲菅野村長（右）へ答申する鈴木典夫委員長（左）

統
合
診
療
所
整
備
検
討
始
め
る

～
統
合
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会
～

統合診療所整備検討委員
　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

鈴木　典夫（福島大学准教授）
齋藤　政行（行政区長会）
佐藤　眞弘（教育委員）
菅野　　賢（ＰＴＡ連合会 )
小林　洋子（子育てサポーターの会 )
大東　正男（老人会）
西尾　ツネ（婦人会）
赤石澤幸子（国保運営協議会）
高橋惠美子（保健協力委員会）
佐藤　公子（包括支援センター）


